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Cefadroxilに よる尿路感染症 の治療経験
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米国ブリス トル社開発の新合成経合用Cephalosporin剤Cefadroxilを 尿路感染症に使用し,そ

の有効性,安 全性,有 用性を検討 した。

投与対象は1978年8月 より1979年3月 までの間に九州大学泌尿器科,福 岡大学泌尿器科、 九州厚

生年金病院泌尿器科を受診 した症例の うち,急 性単純性膀胱炎29例 と複雑性尿路感染症3例 である。

Cefadroxilは 急性単純性膀胱炎には1回250mg,1日3回(1日7501ng),複 雑性尿路感染症に

は1回500mg,1日3回(1日1、500mg)を 毎食後に服用させた。投与期間は急性単純性膀胱炎

は3日 間,複 雑性尿路感染症は5日 間とした。 急性単純性膀胱炎のうち、6例 は投与前の尿中細菌

数が不足のため臨床効果判定対象例 よりは除外した。臨床効果判定はUTI薬 効評価基準(第2版)

により行なったが,総 合臨床効果は急性単純性勝胱炎23例 はすべて著効、複雑性尿路感染症3例 は

著効,有 効,無 効各1例 であった。細菌学的にはEscherichia coli 16株,Klebsiella 1株,Proteus

mirabilis 3株 、Alcaligenes faecalis 1株,Staphylococcus epidermidis 3株,Streptococcus faecalis

1株,未 同定グラム陰性桿菌1株 は全て消失し、Citrobacter 1株 は存続した。

副作用は全例に認められず,臨 床検査値にも著変は認められなかった。

以上より、Cefadroxi1は 尿路感染症,と くに急性単純性勝胱炎には有効かつ安全性の高い薬剤と

考える。

緒 言

Cefadroxilは 米 国 ブ リス トル社 で 開 発 さ れ た 経 口用

の新合成Cephalosporin剤 で あ る。 本 剤 はFig.1に

示すご とき化 学構 造 式 を有 し,グ ラ ム陽性,陰 性 菌 に対

し広い抗 菌 力を有 して お り,経 口投 与 に よ り速 や か に 吸

収 され,持 続 性,か つ食 事 に よ る吸 収 の差 異が 少 な く、高

い尿中排 泄率 を示 す とい う特 徴 を 有 して お り、 安 全 性 も

動物実 験に よ り確 認 され た と報 告 され て い る1)2)3)4)5)6)。

Fig. 1 Chemical structure of cefadroxil

(0,7R)-7-[(R)-2-amino-2-(p-hydroxyphenyl)
acetamido] 3-methyl-8-oxo-5-thia-l-azabicyclo-

(4. 2. 03oct-2-ene-2-carboxyclic acid monohydrate

以上より,本 剤は尿路感染症に対してもかなりの臨床

効果が期待されると考えられたので、もっとも頻度の高

い急性単純性膀胱炎を主体に投与 し,そ の有効性 と安全

性を検討してみた。

投与対象と投与方法

投与対象例は、九州大学泌尿器科,福 岡大学泌尿器科、

九州厚生年金病院泌尿器科を1978年8月 より1979年3月

までに受診 した外来、入院の尿路感染症例である。投与

開始時の尿中白血球数が,急 性単純性膀胱炎では10個/

HPF未 満,複 雑性尿路感染症では5個/HPF未 満 の症

例と尿中 ・細菌数が104/m1未 満 の症例は,臨 床効果検

討症例より除外した。

Cefadroxi1の 投与方法は急性単純性膀胱炎には1回

250mg1日3回(1日750mg)の3日 間連続投与を、

複雑性尿路感染症には1回500mg1日3回(1日1,500

mg)の5日 間連続投与を行なった。 なお原則 として食

後服用とした。
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毆床効果判定甚準

急性単純性膀胱炎症例は投与開始直前と3旧 間投与纏

了翌日,複 雑性尿路感染症例は投与開始直前 と5日 間投

与終了翌日に検尿,尿 培菌を行ない,急 性単純性膀胱炎

は自覚症(排 尿痛),膿 尿,細 菌尿の3つ を指標 とし,

複雑性尿路感染症は膿尿,細菌尿の2つ を指標 とし,UTI

薬効評価基準(第2版)?)に より臨床効果を著効,有 効,

無効の3段 階に判定した。排尿痛は消失,改 善,不 変の

3段 階で,膿 尿も正常化,改 善,不 変の3段 階で判定

し,細 菌尿は急性単純性膀胱炎では陰性化,減 少 ・菌交

代,不 変の3段 階,複 雑性膀胱炎では陰性化,減 少,菌

交代,不 変の4段 階で判定 した。

細菌学的効果の判定は,混 合感染例も含めて菌種別に

消失,存続のいつれかに判定 し,投与後に出現した菌株は

別に集計を行なった。なお,分離菌のCefadroxi1に 対す

る日本化学療法学会標準法によるMIC測 定を可能な限

り施行した。自覚的副作用の有無は,疑 いのあるものも記

載することとし,末梢血のHb,RBC,WBC,GOT,GPT,

BUNの 検査も本剤投与前後に検査 し,臨 床検査値に対

する影響も検討した。

成 績

Cefadroxi1投 与症例は32例 であったが,6例 の除外

症例を除 くと,臨 床効果検討症例は26例 となった(Table

1)。除外例はすべて尿中細菌数の不足によるものであり,

急性単純性勝胱炎症例であった。

急性単純性膀胱炎23例 は全て女性,複 雑性尿路感染症

3例 は全て男性であり,年 令は19才 か ら76才 までであっ

た。

総合臨床効果は,急 性単純性膀胱炎23例 はすべて著効

(Table2),複 雑性尿路感染症3例 は著効,有 効,無 効

各1例 であった(Table3)。 複 雑性尿路感染症3例 は

UTI群 別に検討すると,著 効例は4群(カ テ-テ ル非留

置,下 部尿路,単 独感染),有 効例は3群(カ テーテル

非留置,上 部尿路,単 独感染),無 効例は4群 であった

(Table1)。

細菌学的効果を検討すると,消 失率は急性単純性膀胱

炎では100%,複 雑性尿路感染症では66.6%(2/3)の 消

失率であった。Escherichia coli 16株, Klebsiella 1株,

Proteus mirabilis 3株, Alcaligenes faecalis 1株,

Staohylococcus ebidermidis 3株, Streptococcus faecaclis

1株 は全て消失し,複 雑性尿路感染症(症 例No.26)よ

りのCitrobmfer1株 は存続 していた。なお,菌 交代は

認めなかった(Table4)。

MICが 測定できたのは11症 例12株 であったが50μg/

m1を 示 した Streptococcus faecalis を除 くと,Esche-

richia coli 8株,Klebsiella 1株,Proteus mimbilis2株
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Table 3 Overall clinical efficacy of cefadroxil in complicated U. T. I.

0.5g•~3/day, 5 days treatment

Table 4 Bacteriological response to cefadroxil

は全て12.5μg/m1で あ った(Table1)。

自覚的副作用は除外症例を含めた32例 すぺてに認めら

れず,臨 床検査値の異常化も認められなかった(Tablle

5)。

考 被

合成(たphalosporin剤 の中で経 口剤としてはすでに

Cephalexin, Cephaloglycin,Cefradine,Cefatrizine

な どが開発されており,わ れわれも,す でにそれらの有

用性について報告を行なっている8)9)10)11)12)。

Cefadroxilの 抗菌力はCephalexinと 同等であるが

吸収がす ぐれており持続性で食事による影響が少ない点

が特徴とされている。

今回,わ れわれは本剤が経口剤である事を考慮して,

もっとも頻度が高 く外来症例の多い急性単純性膀胱炎を

主な対象例として本剤を投与してみた。急性単純性膀胱

炎1回250mg,1日3回 毎食後の投与を行なったが,23例

全 てが著効であった。急性単純性膀胱炎にはもう少し少

量の投与でも十分ではないかと考えられるが,再 発につ

いては検討していないことを付記しておく。複雑性尿蹟

感染症はわずか3例 であるが1回500mg,1日3回 毎食

後の投与を行なったところ,前立腺肥大症を有するC如ひ

傭erに よる慢性膀胱炎(症 例No.26)は 尿中細菌,尿中

白血球ともに消失せず無効であったが,尿 管結石を有す

るEscherichia coliに よる腎孟腎炎(症例No。1)は 尿中細

菌の消失を認め,勝 胱腫瘍を有するAlcaligenes faecalis

に よる慢性膀胱炎症例(症 例No.25)は 尿中細菌と尿中

白血球の消失を認めた。このように複雑性尿路感染症に

もかな り有用と思われるので,今 後は主として複雑性尿

路感染症例に本剤投与を検討することにしている。

今回の尿路分離菌の細菌学的検討では,Citrobacter 1

株を除きEscherfchia coli 16株,Klebseella 1株,Proteus

miabilis 3株,Alcaligenes faecalis 1株,Staphylococcus

epidermidis 3株,Streptococcus faecalis 1株,未 同定グ

ラム陰性桿菌1株 は全て消失し,菌 交代現象を認めなか
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Table 5 Results of laboratory examination

った。対象が主として急性単純性膀胱炎であることを考

慮しても極めて高い除菌効果を示している。MICを 測

定した12株はStreptococcus faecalis 1株 を除き,他は全

て12.5μg/mlで あった。このStreptococcus faecalisをま

50μg/mlと かな り高値であったが,本 剤投与で消失し

ているのが注目される.

副作用は全例に認めず,臨 床検査値にも著変を認めな

かった。

以上を総括すると,Cefadroxilは 急性 単純性膀胱炎

には極めて有用な薬剤であ り,複 雑性尿路感染症にも投

与検肘する価値のある薬剤と考えられる。
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Cefadroxil, a new synthetic oral cephaloeporin developed by Bristol Company, U. S. A., was used in

the treatment of urinary tract infections, and the drug was investigated on its effectiveness, safety and

utility.

Patients consisted of 29 cases of acute simple cystitis and 3 cases of complicated urinary tract infection.

They visited Departments of Urology of Kyushu University, Fukuoka University and Kyushu Kosei

Nenkin Hospital for a period from August 1978 to March 1979.

Cefadroxil was administered after meal at a dose of 250 mg, 3 times per day (daily dose : 750 mg)

for 3 days in acute simple cystitis, and at a dose of 500 mg, 3 times per day (daily dose : 1,500 mg) for

5 days in complicated urinary tract infection.

Among acute simple cystitis, 6 cases were excluded from the clinical effect judgement, as bacteria

number in urine was insufficient before administration. The judgement was applied accordingly to the

UTI Drug Evaluation Standard (2nd edition), and overall clinical effect was all excellent in 23 cases

of acute simple cystitis, while it was excellent, good and poor in each 1 case out of 3 cases of complicated

urinary tract infection. As for the bacteriological effect, eradication was noticed in all 16 strains of

Escherichia coli, 1 strain of Klebsiella, 3 strains of Proteus mirabilis, 1 strain of Alcaligenes faecalis, 3

strains of Staphylococcus epidermidis, 1 strain of Streptococcus faecalis, and 1 strain of unidentified gram-

negative bacillus, whereas 1 strain of Citrobacter was persisted.

Side effect of the drug was not noticed in all cases, and clinical test value showed no remarkable

change.

From the above results, cefadroxil may be expected to be an effective and safe drug for urinary

tract infections, especially acute simple cystitis.


